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◆ 第８ 次中期経営計画（ 令和５ 年度～令和７ 年度）

４ つのプラ ンと 実践項目

Ⅰ． 農業振興プラン

１ ． 地区営農ビジョ ンの策定と実践による地域農業の振興

２ ． 地域農業の多様な担い手の確保・ 育成・ 支援

３ ． マーケッ ト インに基づく 農畜産物の生産振興

４ ． ト ータルコスト 低減による農業所得の確保

５ ． めぐみ野の取り組み拡充による産消提携活動の推進

Ⅱ． 地域活性化プラン

１ ． 組合員と地域のニーズに応える総合事業の展開

２ ． 地域の特性を活かした地域活性化活動の展開

Ⅲ． 経営強化プラン

１ ． 将来見通しを踏まえた経営計画の策定・ 見直し

２ ． 不祥事未然防止対策、 内部統制の強化による経営の健全性の確保

３ ． 激しい環境変化へ適応できる経営体制整備

Ⅳ． 組織強化プラン

１ ． Ｊ Ａ への理解促進とメ ンバーシッ プの強化

２ ． 協同組合活動・ 事業活動を担う 人材育成と確保

◆ 経営管理体制

当Ｊ Ａ は、 事業利用を目的と し た農業者等によ り 組織さ れた協同組合であり 、 正組合員の代

表者で構成さ れる 「 総代会」 の決定事項を踏ま え、 総代会において選任さ れた理事によ り 構成

さ れる 「 理事会」 が業務執行を行っていま す。 ま た、 総代会で選任さ れた監事が理事会の決定

や理事の業務執行全般の監査を行っていま す。

組合の業務執行を行う 理事には、 地区毎の正組合員代表者によ り 推薦さ れた者を候補者と し

て提示し 、 総代会において選出し ていま す。 令和５ 年６ 月には役員の任期満了に伴う 改選が行

われ、 引き 続き 女性役員の登用を行い、 女性の声を反映する 仕組みを構築し ており ま す。

さ ら に、 信用事業については専任担当の理事を 置く と と も に、 農業協同組合法第30条に規

定する 常勤監事及び員外監事を設置し 、 ガバナンス の強化を図っていま す。
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◆ Ｊ Ａ みやぎ仙南自己改革工程表

１ ． 自己改革実践サイクルへの取り 組み

令和３ 年６ 月に閣議決定さ れた規制改革実施計画等や第29回Ｊ Ａ 全国大会決議を ふま え、

全国のＪ Ａ において、 令和４ 年度よ り 自己改革実践サイ ク ルに取り 組んでいま す。

自己改革実践サイ ク ルでは、 ①自己改革を実践する ための具体的な方針、 ②中長期の収支シ

ミ ュ レ ーショ ンをふま えた経営基盤強化の取り 組み、 ③准組合員の意思反映及び事業利用の方

針の３ つを盛り 込んだ自己改革工程表等をそれぞれの総代会で決定し ていま す。

２ ．「 Ｊ Ａ みやぎ仙南自己改革工程表」 の位置づけ

「 Ｊ Ａ みやぎ仙南自己改革工程表」 では「 農業者の所得増大・ 農業生産の拡大」「 地域の活性

化」「 経営基盤の確立・ 強化」 に関し て実践具体策の策定・ 実践に取り 組んでいま す。 中期経

営計画と も 強く 関連さ せており 、 基本理念やビ ジョ ンを実現さ せる ための戦略と し て重要な位

置づけをし ており ま す。

３ ．「 Ｊ Ａ みやぎ仙南自己改革工程表」（ 抜粋）

【 自己改革を実践するための具体的な方針】

「 農業者の所得増大」「 農業生産の拡大」 を実現する ため、 当Ｊ Ａ では組合員目線で必要な取

り 組みについて、「 売上増加・ コ ス ト 低減」 に分類し 目標の設定・ 実践に取り 組んでいま す。

ま た、「 地域活性化」 に向けては、 各種イ ベン ト 等を 開催し 「 農業振興の応援団」 の拡充に取

り 組んでいま す。 取り 組み項目は以下のと おり です。

「 農業者の所得増大」「 農業生産の拡大」 に向けた活動

 ア． 米フ レ コ ン出荷の拡大を通じ たコ ス ト 低減

 イ ． みやぎ仙南の仙台牛ブラ ンド の確立　

 ウ ． 生産販売マッ チングによ る 園芸作物生産面積の拡大

 エ． 大型規格農薬の普及拡大によ る コ ス ト 低減（ 水田除草剤）

「 地域活性化」 に向けた活動

 ア． ７ 地区支店協同活動　 イ ． く ら し の活動　 ウ ． 女性部・ 青年部食農教育活動

【 自己改革の実践に向けた組合員の意思反映と 「 農業振興の応援団」】

自己改革工程表では、 訪問活動を通じ た組合員と の対話、 各種生産部会や組合員と の対話・

協議の際にいただいた要望など について、 上記基本目標を達成する ために取り 組むべき 項目と

し て設定し ていま す。 ま た、 准組合員加入時アンケート や准組合員モニタ ー制度、 各種利用者

アンケート の際にいただいている 「 地域の活性化や地域農業を応援し たい」 と いう 准組合員の

思いについては、「 地域や地域農業の振興を後押し する 存在（ 農業振興の応援団）」 と し て認識

し ていま す。 今後も 、 正・ 准組合員の利用状況を把握し た上で、 基本目標の実現に向け、 正・

准組合員が一体と なっ たＪ Ａ 運営を 行いながら 地域になく てはなら ないＪ Ａ であり 続ける た

め、 不断の自己改革に取り 組んでま いり ま す。
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【 自己改革を支える経営基盤の確立・ 強化の取り 組み】

令和５ 年度末における Ｊ Ａ みやぎ仙南の販売品販売高は、 昨年度実績82億５ 百万円に対し

85億22百万円と なり ま し た。

当Ｊ Ａ では独自にシミ ュ レ ーショ ンを実施し ており 、 現状のま ま 事業改革を進めなかった場

合の今後５ 年間の成行き についてシミ ュ レ ーショ ンでは、 事業利益の減少が懸念さ れる 結果と

なっており ま す。 こ れま で行ってき た自己改革は事業成果への貢献はあったも のの、 事業利益

減少の要因は依然と し てＪ Ａ 全体の収支構造にあり 、 事業総利益の減少ペース が事業管理費の

減少ペース を上回る 見通し と なっていま す。

こ の状況を改善する ため、 全ての事業において事業利益の維持・ 拡大に向けた取り 組みを進

める 必要があり ま す。 当Ｊ Ａ では、 健全で持続性のある 経営を確保する ため、 経営基盤強化に

向け一層の費用削減と 収益構造の改善に取り 組んでま いり ま す。

自己改革を含む事業活動への取り 組みの様子は、

「 第８ 次中期経営計画 令和５ 年度の取り 組み状況について」 でも

ご 紹介さ せていただいており ま す。

Ｊ Ａ みやぎ仙南ホームページでも 公開中

https://w w w .ja-m iyag isennan.jp
Check！
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https://www.ja-miyagisennan.jp

